
かすかべ議会だより

元年9月定例会号

2

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

○
主
な
内
容

　

歳
入
決
算
額
は
７
３
２
億
２
３

３
５
万
円
で
、
前
年
度
比
約
10
億

１
４
７
３
万
円
の
増
。
歳
出
決
算

額
は
７
０
４
億
１
４
５
１
万
円
で
、

前
年
度
比
約
11
億
７
５
９
９
万
円

の
増
と
な
り
、
差
引
残
額
約
28
億

８
８
４
万
円
は
令
和
元
年
度
に
繰

り
越
さ
れ
ま
し
た
。

○
歳
入
の
主
な
も
の

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
２

８
４
億
２
８
７
３
万
円
（
一
般
会

計
の
38
・
８
％
）
で
、
前
年
度
比

約
８
２
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
税
法
人
分

や
軽
自
動
車
税
は
増
加
し
た
が
市

民
税
個
人
分
が
減
少
し
た
こ
と
と
、

評
価
替
え
で
固
定
資
産
税
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

で
あ
る
国
庫
支
出
金
は
１
３
０
億

５
６
６
９
万
円
（
一
般
会
計
の

17
・
８
％
）
で
、
前
年
度
比
約
３

億
６
１
４
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
経
済
対
策
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金

な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

次
に
、
国
か
ら
地
方
財
政
の
均

衡
を
図
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
は
83
億
８
７
３
８
万
円

（
一
般
会
計
の
11
・
５
％
）
で
、

前
年
度
比
約
７
１
０
９
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高

齢
者
保
健
福
祉
費
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
事
業
資
金
調
達
の
た
め

に
借
り
入
れ
た
市
債
は
60
億
２
９

７
５
万
円
（
一
般
会
計
の
８
・

２
％
）
で
、
前
年
度
比
約
５
億
６

０
３
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
み
処
理
施
設
を
整
備

す
る
た
め
や
、
市
の
財
源
不
足
を

補
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
市
債
の

増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

平

成

30

年

度

一
般
会
計
決
算
を
認
定

○
歳
出
の
主
な
も
の

  

歳
出
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

も
の
で
は
、
社
会
福
祉
な
ど
に
要

す
る
民
生
費
は
３
１
２
億
１
８
４

１
万
円
（
一
般
会
計
の
44
・
３
％
）

で
、
前
年
度
比
約
４
億
１
６
７
１

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
衛
生
費
は
85
億
７
１
４

１
万
円
（
一
般
会
計
の
12
・
２
％
）

で
、
前
年
度
比
約
１
億
９
８
２
７

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
総
務
費
は
71
億
３

４
１
７
万
円
（
一
般
会
計
の
10
・

１
％
）
で
、
前
年
度
比
約
４
億
２

５
９
８
万
円
の
減
。
公
債
費
は
68

億
８
８
８
２
万
円
（
一
般
会
計
の

９
・
８
％
）
で
、
前
年
度
比
約
２

億
６
７
３
万
円
の
増
。
土
木
費
は

67
億
２
０
７
４
万
円
（
一
般
会
計

の
９
・
５
％
）
で
、
前
年
度
比
約

５
億
１
４
２
７
万
円
の
増
。
教
育

費
は
60
億
８
０
５
０
万
円
（
一
般

会
計
の
８
・
６
％
）
で
、
前
年
度

比
約
７
億
７
３
０
７
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
で
認
定
】

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
を
認
定

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動
手
段
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

討
　
論

施
策
の
前
進
、
市
民
負
担
の
軽
減
、

市

民

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

を

求
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

市
の
財
政
は
、
実
質
的
な
借
金

は
少
な
く
、
貯
金
は
多
く
あ
り
ま

す
。
他
市
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る

施
策
の
前
進
を
図
り
、
市
民
負
担

を
軽
減
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
財
政
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
第
２
次
春
日
部
市
総
合
振
興
計

画
に
も
あ
る
よ
う
に
、
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
り
、
福
祉
の
増
進
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
子
育
て
支

援
で
ま
ち
の
活
気
を
取
り
戻
し
、

誰
か
ら
も
選
ば
れ
る
ま
ち
を
築
く

こ
と
で
す
。

　

春
日
部
市
の
最
大
の
課
題
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
で
す
。
こ
の
対
策
が
喫
緊
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
人
口
増
に

転
じ
て
い
く
こ
と
は
、
自
主
財
源

を
確
保
し
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
し

て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
で
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
誰
も
が
住
ん

で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思

う
市
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。
特
に
安
全
安
心
な
ま
ち
、

学
び
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
豊
か
な

ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が
人
口
減

に
歯
止
め
を
か
け
る
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
の
中
心
と

な
る
正
規
職
員
を
増
や
す
こ
と
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
都
市
基

盤
の
再
整
備
を
促
進
し
、
文
化
・

教
育
水
準
を
高
め
る
に
は
、
必
要

な
職
員
を
し
っ
か
り
と
増
や
し
て
、

市
民
の
た
め
に
力
を
発
揮
で
き
る

職
員
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
待
機
児
童
ゼ

ロ
と
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
拡

充
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
質
の

高
い
保
育
を
維
持
し
、
「
子
育
て

す
る
な
ら
春
日
部
で
」
の
状
況
を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
18
歳
ま
で
の
助

成
は
、
入
院
だ
け
で
な
く
通
院
に

も
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
河

川
改
修
、
貯
留
施
設
の
建
設
な
ど

治
水
対
策
事
業
の
さ
ら
な
る
強
化

が
重
要
で
す
。

　

多
く
の
市
民
が
い
つ
で
も
ど
こ

へ
で
も
行
け
る
よ
う
地
域
住
民
の

声
を
十
分
聞
い
て
、
春
バ
ス
の
改

善
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

を
提
案
し
ま
す
。

　

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
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平成30年度　会計別決算

歳入総額　1,455億8,172万円 歳出総額　1,434億1,975万円

市　税
19.5％

市　債　
　4.1％

国庫支出金
9.0％

地方交付税
5.8％

県支出金
3.1％

地方消費税交付金
2.6％

その他
4.1％

一般会計
50.3％

繰越金
2.0％

特別会計
33.5％

企業会計
16.2％

後期高齢者
医療
2.0%

介護保険
12.6%

国民健康保険
17.9%

民生費
21.8％

公債費
4,8％

衛生費
6.0％

土木費
4.7％

教育費
4.2％

総務費
5.0％

その他
1.0％

消防費
1.6％

国民健康保険
17.7%

介護保険
12.1%

水道事業
4.2% 病院事業

7.8%

看護専門学校
0.1%

西金野井第二
土地区画
整理事業
1.0%

後期高齢者
医療
2.0%

下水道事業
6.0%

一般会計
49.1％特別会計

32.9％

企業会計
18.0％

看護専門学校
0.1%

西金野井第二
土地区画
整理事業
　1.0%

水道事業
3.5% 病院事業

7.7%
下水道事業

5.0%

※計数については、それぞれ四捨五入をしているため、合計において一致しないものがあります。

い
て
、
実
現
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ

か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
解
消
す
る
た
め
、
東

西
自
由
通
路
の
早
期
実
現
が
必
要

で
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
起
爆
剤

と
な
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

実
施
は
、
一
つ
の
重
要
な
施
策
と

し
て
、
す
ぐ
に
で
も
実
施
す
べ
き

で
す
。
請
願
が
２
回
も
採
択
さ
れ
、

議
会
で
決
議
が
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
実
施
し

て
い
な
い
の
は
問
題
で
す
。
請
願

決
議
の
趣
旨
に
沿
っ
た
早
急
な
実

施
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
と
い
う

有
利
な
国
庫
補
助
制
度
を
活
用
し
、

災
害
時
の
避
難
所
と
も
な
る
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
必
要

で
す
。
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
と

と
も
に
校
舎
の
ト
イ
レ
改
修
も
急

い
で
進
め
る
こ
と
も
重
要
な
課
題

で
す
。

　

子
供
の
貧
困
化
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
就
学
援
助
は
生
活
保

護
基
準
の
１
・
５
倍
ま
で
拡
充
し
、

父
母
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
給
食

費
無
償
化
を
求
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
後
退
が
市
の
魅
力

を
失
わ
せ
、
特
に
子
育
て
世
代
の

人
口
が
減
少
し
た
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
体
育
施
設
は
市

民
の
要
望
に
し
っ
か
り
と
応
え
ら

れ
る
施
設
を
早
急
に
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
市
民
の
知
る
権

利
を
保
障
し
、
文
化
の
拠
点
と
も

言
う
べ
き
図
書
館
を
直
営
に
戻
す

こ
と
を
強
く
要
求
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
拠
点
と
も
言

え
る
公
民
館
は
、
無
料
に
戻
す
こ

と
を
求
め
ま
す
。

　

春
日
部
市
に
は
豊
か
な
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
が
あ
り
ま
す
。
災
害
は

少
な
く
、
住
む
と
こ
ろ
と
し
て
は

大
変
よ
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
市

の
利
点
を
十
分
に
生
か
し
、
子
育

て
環
境
の
整
備
と
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
な
ど
に
取
り
組
み
、
文

化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
施

設
を
充
実
さ
せ
、
市
の
魅
力
を
高

め
る
抜
本
的
な
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
す
。
地
方
自
治
体
の
本
務

は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
で
す
。
地
方
自
治
体
の
一
番

の
存
在
意
義
は
、
そ
こ
に
住
む
人

々
の
生
活
を
支
え
、
豊
か
に
す
る

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
子
育

て
も
老
後
も
安
心
の
市
政
を
実
現

す
る
だ
け
の
財
源
は
十
分
あ
り
ま

す
。
こ
の
豊
か
な
財
源
を
活
用
し

て
、
活
気
あ
る
市
政
を
実
現
す
る

こ
と
は
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

以
上
を
申
し
述
べ
、
反
対
し
ま

す
。
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真
に
必
要
な
事
業
を
優
先
し
た

適
切
な
予
算
執
行
が
さ
れ
た
も
の

と
評
価
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

初
め
に
、
平
成
30
年
度
は
、
第

２
次
春
日
部
市
総
合
振
興
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
し
た
。
本
市
が

目
指
す
将
来
像
実
現
に
向
け
て
、

山
積
す
る
行
政
課
題
の
解
決
に
挑

む
と
と
も
に
、
将
来
の
春
日
部
を

見
据
え
た
、
各
分
野
に
お
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
鉄
道
高
架
事

業
の
都
市
計
画
決
定
や
複
合
型
子

育
て
支
援
施
設
の
整
備
な
ど
、
事

業
の
着
実
な
推
進
が
図
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
そ
の
根
幹
と
な
る

市
税
に
お
い
て
、
企
業
収
益
の
回

復
に
よ
る
法
人
住
民
税
の
増
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
評
価
替
え
に

伴
う
既
存
家
屋
の
減
額
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
減
な
ど
に
よ
り
、
市

税
全
体
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
わ

ず
か
に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
合
併
特
例
債
の

活
用
な
ど
、
後
年
度
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
た
有
利
な
借
り
入
れ
を

行
っ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
も
の

で
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
依
存
財
源
の

占
め
る
割
合
が
依
然
と
し
て
高
く
、

楽
観
で
き
な
い
財
政
状
況
に
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
さ
ら

な
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

次
に
、
歳
出
で
す
が
、
総
務
費

で
は
、
本
庁
舎
の
移
転
建
て
替
え

に
向
け
て
基
本
設
計
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
民
が
快
適
に
利
用

で
き
る
環
境
整
備
に
向
け
て
、
早

期
完
成
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
幼
稚
園
か
ら
認

定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
施
設
に

対
す
る
施
設
整
備
費
や
小
規
模
保

育
事
業
所
の
開
設
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
保
育
環
境
が
整

備
さ
れ
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
取
り
組

み
が
効
果
的
に
進
ん
で
い
る
も
の

と
評
価
し
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
ご
み
焼
却
施
設

の
長
寿
命
化
が
完
了
し
、
今
後
も

安
定
し
た
ご
み
処
理
事
業
が
継
続

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
観
光
振
興
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
、
今
後
、
こ
の

計
画
を
も
と
に
、
郷
土
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
感
じ
る
観
光
づ
く
り
を

進
め
、
市
内
外
の
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
商
業
や
工

業
、
農
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
と

連
携
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
お
い
て
、
道
路
・
河
川
の
維
持

補
修
な
ど
、
日
常
的
な
対
策
を
初

め
、
総
合
的
な
浸
水
・
冠
水
対
策

と
し
て
１
０
０
ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民

の
さ
ら
な
る
安
心
安
全
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
春
日
部
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ

れ
た
こ
と
や
、
北
春
日
部
駅
周
辺

の
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
が
推

進
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
市
が
持
続

可
能
な
都
市
経
営
を
実
現
す
る
上

で
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
大

い
に
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

教
育
費
で
は
、
学
校
再
編
に
伴

い
、
春
日
部
南
中
学
校
お
よ
び
県

内
初
の
義
務
教
育
学
校
で
あ
る
江

戸
川
小
中
学
校
の
整
備
が
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
31
年
４
月
の
開
校
に
至

っ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
情
報
教
育

推
進
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ

ソ
コ
ン
の
全
小
中
学
校
一
斉
導
入
、

体
育
館
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
を
行

っ
た
こ
と
は
、
学
校
環
境
の
一
層

の
充
実
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民

の
安
心
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
歳
出
に
つ
い

て
は
、
将
来
の
春
日
部
を
見
据
え
、

真
に
必
要
な
事
業
を
優
先
し
た
適

切
な
予
算
執
行
が
な
さ
れ
た
も
の

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
景

気
が
緩
や
か
に
回
復
し
た
と
は
い

え
、
今
後
、
連
続
立
体
交
差
事
業

や
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
な

ど
、
多
く
の
重
要
事
業
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

財
源
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
み

な
ら
ず
、
将
来
の
行
政
需
要
に
も

し
っ
か
り
と
目
を
向
け
な
が
ら
、

ま
た
最
近
全
国
各
地
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
い
る
異
常
気
象

へ
の
対
応
な
ど
、
不
時
の
支
出
に

対
す
る
備
え
と
し
て
一
定
規
模
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
必
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
、
確

か
な
財
源
の
裏
付
け
も
な
く
、
財

源
に
つ
い
て
単
に
財
政
調
整
基
金

な
ど
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
と

い
う
安
易
な
考
え
方
は
、
到
底
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
今
後
に
お
い
て
は
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率

的
に
活
用
し
、
よ
り
一
層
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

閉
会
中
の
委
員
会
活
動

▽
議
会
運
営
委
員
会

８
月
21
日

・
令
和
元
年
９
月
定
例
会
の
日
程

　

等
に
つ
い
て

・
質
疑
・
討
論
に
つ
い
て

10
月
４
日

・
令
和
元
年
10
月
臨
時
会
の
日
程

　

等
に
つ
い
て

・
質
疑
・
討
論
に
つ
い
て

▽
広
報
広
聴
委
員
会

９
月
27
日

・
議
会
だ
よ
り
第
57
号
に
つ
い
て

10
月
４
日

・
議
会
だ
よ
り
第
57
号
に
つ
い
て

・
視
察
結
果
報
告
書
に
つ
い
て

▽
図
書
室
運
営
委
員
会

10
月
４
日

・
令
和
元
年
度
図
書
購
入
の
申
し

　

込
み
に
つ
い
て

市議会ホーム
ページのご案内

　市議会ホームページがスマート
フォンやタブレット端末でもご覧い
ただけます。
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 ９ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
市長提出議案 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

Ｎ

Ｈ

Ｋ

か

ら

国
民
を
守
る
党

無

所

属

議案第 61 号 専決処分の承認を求める（令和元年度一般会計補正予算
（第３号）） （総　　務）承　　認 ○7

−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 62 号 会計年度任用職員の任用及び給与その他の勤務条件に関する
条例の制定 （総　　務）原案可決 ○7

−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 63 号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備等に関する条例の制定 （各委員会）原案可決 ○7

−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 64 号 印鑑条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65 号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 66 号 職員公務災害等見舞金支給条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67 号 職員の給与に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68 号 手数料条例の一部改正 （総務・建設）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 69 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○7

−1 ○ ○ × ○ ○

議案第 71 号 保育所条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と

移
動
手
段
の
確
保
を

求

め

る

意

見

書

　

東
京
・
池
袋
で
87
歳
の
高
齢
者

が
運
転
す
る
車
が
暴
走
し
、
母
子

２
人
が
亡
く
な
っ
た
事
故
以
降
も

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
75

歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
の
死
亡
事

故
の
割
合
は
高
ま
っ
て
お
り
、
単

純
ミ
ス
に
よ
る
事
故
も
目
立
ち
ま

す
。

　

警
察
庁
は
、
昨
年
末
時
点
で
約

５
６
３
万
人
い
る
75
歳
以
上
の
運

転
免
許
保
有
者
が
、
２
０
２
２
年

に
は
１
０
０
万
人
増
え
て
６
６
３

万
人
に
膨
ら
む
と
推
計
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国

は
17
年
施
行
の
改
正
道
路
交
通
法

で
、
75
歳
以
上
の
免
許
保
持
者
は
、

違
反
時
や
免
許
更
新
時
に
認
知
機

能
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付

け
ま
し
た
が
、
い
ま
や
高
齢
運
転

者
の
安
全
対
策
及
び
安
全
運
転
支

援
の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な
し
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
を
中
心
に
、

未
だ
「
生
活
の
足
」
と
し
て
車
が

欠
か
せ
な
い
高
齢
者
も
多
い
中
、

自
主
的
に
免
許
を
返
納
し
た
場
合

な
ど
の
地
域
に
お
け
る
移
動
手
段

の
確
保
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
。

　

政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
自

治
体
や
民
間
事
業
者
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
総
合
的
な
事
故
防
止
策

と
し
て
の
、
高
齢
運
転
者
の
安
全

運
転
支
援
と
地
域
に
お
け
る
移
動

手
段
の
確
保
を
進
め
る
た
め
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

１　

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏

み
間
違
い
時
の
急
加
速
を
防
ぐ
機

能
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運

転
を
支
援
す
る
装
置
を
搭
載
し
た

「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
」
（
サ

ポ
カ
ー
Ｓ
）
や
、
後
付
け
の
「
ペ

ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装

置
」
の
普
及
を
一
層
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
購
入
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

２　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事

故
を
減
ら
す
た
め
、
自
動
ブ
レ
ー

キ
な
ど
を
備
え
た
「
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
」（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）
に

限
定
し
た
免
許
の
創
設
や
、
走
行

で
き
る
場
所
や
時
間
帯
な
ど
を
制

限
し
た
条
件
付
き
運
転
免
許
の
導

入
を
検
討
す
る
こ
と
。

３　

免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢

者
が
、
日
々
の
買
い
物
や
通
院
な

ど
に
困
ら
な
い
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
（
予
約
）

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど

「
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
な
ど
が
行
う

免
許
の
自
主
返
納
時
に
お
け
る
、

タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機
関
の
割

引
制
度
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

令
和
元
年
９
月
20
日

　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆

議

院

議

長　

様

参

議

院

議

長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

総　

務　

大　

臣　

様

経
済
産
業
大
臣　

様

国
土
交
通
大
臣　

様

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長　

様

　
　
【
全
会
一
致
で
原
案
可
決
】

　

政
務
活
動
費
は
、
地
方
議
会
議

員
の
調
査
・
研
究
な
ど
の
活
動
に

資
す
る
た
め
に
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
一

覧
お
よ
び
領
収
書
を
市
議
会
Ｈ
Ｐ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
政
務
活
動
費
の
収
支
報

告
一
覧
等
は
、
市
役
所
別
館
１
階

市
政
情
報
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

政
務
活
動
費

収
支
報
告
一
覧
の
公
開
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の

会

前
進
か
す
か
べ
。

 

未

来

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

Ｎ

Ｈ

Ｋ

か

ら

国
民
を
守
る
党

無

所

属

議案第 72 号 こども医療費の助成に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号 消防団条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 74 号 水道事業給水条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 75 号 財産の取得（春日部消防署豊野分署災害対応特殊水槽付消防
ポンプ自動車Ⅰ−Ｂ型） （総　　務）原案可決 ○7

−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 76 号 財産の取得（庄和消防署災害対応特殊救急自動車及び高度救
命処置用資機材） （総　　務）原案可決 ○7

−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 77 号 平成30年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 78 号 平成30年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 （建　　設）原案可決 ○7
−1 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 平成30年度一般会計決算認定 （各委員会）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 80 号 平成30年度国民健康保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 81 号 平成30年度後期高齢者医療特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 82 号 平成30年度介護保険特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 83 号 平成30年度都市計画事業西金野井第二土地区画整理事業特別
会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 84 号 平成30年度市立看護専門学校特別会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 85 号 平成30年度水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 86 号 平成30年度病院事業会計決算認定 （厚生福祉）認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 87 号 平成30年度下水道事業会計決算認定 （建　　設）認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 88 号 令和元年度一般会計補正予算（第４号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 89 号 令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 90 号 令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 91 号 令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 92 号 令和元年度都市計画事業西金野井第二土地区画整理事業特別
会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 93 号 令和元年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 94 号 令和元年度水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 95 号 令和元年度病院事業会計補正予算（第１号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議案第 96 号 令和元年度下水道事業会計補正予算（第１号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○

請　願 （○：賛成　╳：反対）

請願番号
　　請　　願　　名　　　 
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政
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進
か
す
か
べ
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明
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日
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党
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Ｈ

Ｋ
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ら

国
民
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る
党

無

所

属

請願第 3 号 市立小・中学校の体育館にエアコン設置を求める請願 （教育環境）不 採 択 × ○ × ○ × ×

請願第 4 号 「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 （総　　務）不 採 択 × × × ○ ○ ×

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

議案番号
　　議　　案　　名　　　 

　 （　）は付託委員会名
審議結果

新

政

の
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議第 12 号議案 高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 13 号議案 国民健康保険税引き下げへ国の対応を求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ × ×

議第 14 号議案 子ども医療費無料制度の創設を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第 15 号議案 学校体育館へのエアコン設置にかかわる緊急防災・減災事業
債の対象期間延長を求める意見書 （付託省略）否　　決 × ○ × ○ ○ ×

議第 16 号議案 選択的夫婦別姓制度の早期導入を求める意見書 （付託省略）否　　決 × × ○ ○ × ×

議第 17 号議案 ホルムズ海峡への自衛隊艦艇の派遣に反対する意見書 （付託省略）否　　決 × ×7
−1 × ○ × ×

議第 18 号議案 核兵器禁止条約の批准を求める意見書 （付託省略）原案可決 × ○ ○ ○ ○ ×

議第 19 号議案 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十
分な財政措置を求める意見書 （付託省略）否　　決 × × × ○ × ×


